コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使って上まに節約 


ユーエイチ エフ エイチアール 



古〜な曲馬 




KEROSENE ONLY 


1. 特にま意しでいたださたいこと 

(ちをのために必すお守りください）1〜4 

2. 巧巧する場所 . 4 

3. 各部の咨称 . 5〜6 

4. 使巧前の準備 . 7 〜 S 

5. 使巧方法（使い方） . 9-13 

6. 巧を裝里 . 14 

7. その他の装置 . 14〜15 

8. 日常の点巧-寺入れ . 15〜1 S 

9. 定期点検 . 18 

10. 巧障•異苦の見分けちと処置ちを19〜20 

11. 部品な換のしかた . 21 

12. 保管（長期間读巧しない場合) . 21 

13. 化様 . 22〜23 

14. アフターサービス . 23 

15•据え巧け . 24〜26 


UH-F6 呂 HR 


給排気筒を必す 
点検して < ださい 


ガソリン使巧禁止 
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この取扱説巧書および巧品への表示では、巧品を巧をに正し <お使いいただま、あなたや化の人々へのを害やな産への 
ち害をまがに防止するために、いろレろなお表示をしでいます。その表示と應巧は巧のよラになっています。巧容 
をよく理巧しでから本文をお読みくださし、。 

A 敢 化 この表示を無巧しで、誤った取巧いをすると、人び死 C 、 を«を負ラ巧能性、または义がの巧 
胃1=3能なび想定される内容を巧しでレまず。 

なき このま示を巧ネ見しで、誤った取巧いをすると、人び傷舌を負ラ可能化や物的損害の巧をび想定 
ム_^/ェな、される巧客を巧しでいます。 


絵表示の巧 A 么お畳はを慧を促す内容びあることを告げるものです。 

/■\図の中に具体的なを忌的容(だ因の巧さは一が的なを恵)び描かれでいます。 

® ( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や巧房に具巧のな巧比巧容(左因の巧ちは刃ソリン禁止)び巧かれでいます。 

を 〇記置は巧為を指示ずる内容をちげるをのです。 

巧良図の中に具巧的な指を内容(左図の巧るは S 源プラグをコンたントからないでください)びおか 
れでいます。 



(WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど巧巧巧の奋い巧は、巧巧に®巧しないでください。 
乂がの原因になります。 


•給排気筒（管、ホース）がれを険 

給排気廚（管、ホース）びがれたまま®巧しないで<ださい。 
かれでいると運転中にがガスびま巧にもれで、盾ちでず。 


•給が気简トツプ閱そく危険 

巧函ぴぞいときには、給が気筒トツプの周りが空でぶ\さびれでいないこと 
をお詔しでください。ふさびれでいるときは、お雪してください。 また、 
おなどによる I ■雪駐しりは給が気の肪げになるのでおやめくださし、。 

P ぶそくしでいると连お中にがパスが室内にちれで、盾孩です。 


♦給排気筒トツプには金網などは付けない 

拾が気筒トツブには、をよけのためのを巧などは巧けないでください。 
給が気の柏げにな0、貢窜お規を起こしがガスび室巧に漏れる巧能化 
があり危険でず。 


•巧類の乾燥厳禁 

巧類などのを煩には使用しないでください。 

巧類び落下しで义がつき、义災の原因じなります。 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー宝や力じットこんろ巧ボンぺなどを、温風のあたるところ 
に放宙しなレでください。 

熱で正の圧方び上びり、巧巧しでをおでず。 


•低温やけどにま意 

長時間皮)#の同じ巧巧に巧れないでください。 

比較的ほい温度でちほおやけどやおか症がの原因とな0まず。 
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么ま意に AUTION) 


•分照修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでくだちい。 

不完をな修理は、危険です。 

♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、 

やけどのおそれびありまず。機器の上に巧びんや水を入れたちのなど 
を置かないでください。かびかかると漏電や巧障のおそれびあります。 

•改造使用の禁止 

な!造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや給が気商には巧暖房巧の熱交換器などを巧0巧けないでください。 
义巧やがガスび室内にちれる原因となりち険でず。 

•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力をり日えたり、物をのせたりしなレでください。 N 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持っで引き巧かないでください。 み 
乂がや感電の原因にな0ます。 / 

♦電源プラグは確実に差し込む 

電源プラヴはコンたントじ根元まで確実に唐しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使巧しないでください。乂巧の原因 
になります。めれたをでの巧き差しはしないでください。感電の原因になります 。 . 


バノ 


•力ーテン、可燃物近接禁止 ))!( 

力ーテンや燃えやすいちのを巧づけないでください。 ^~夕巧 rs . \ 

义災が结生するおそれびあります。巧燃物との離隔距離についでは ^ y 

標華据え巧け図例 （24 ぺ-ジ）を参照しでくださし、。 @ I 、ゾ 

•給油 陈肖义 が^ A 

給油は、必ず消乂しでから巧ってください。 I ■■ 

乂災のおそれびあります。 I 

•油漏れ確認 C れ S 認) M し ^ 

’莊タンク-ゴム製送ミ由管-接合部および機器などからのな油漏れがな 5^^ ■墨 

いことをお認の上ご使巧ください。な油が漏れていると乂がのおそれ Ww 

があります。 _ _ _____ / 

•異常時使用禁止 

巧一冥笛を感じたとさは、使巧しないでください。 (一も \ t \J 

異常燃焼のおそれびあります。 1 ■: I 

•高温部接触禁止 

燃焼かや消火直後は、高湿部、給が気茵、おが気筒トップ、枠上部にまなどふれないでください。 

やけどのおそれびありまず。 

•やかんのは禁止 

やかんなどをのせな U でくださ U (\j 

振動や接魄によっでやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあ口まず。 I I 
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1 •特に注意しでいただきたいこと（安をのために必ずお守りください) 


_ 公ま意 (CAUTION ) 

•長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないとき及は保管ずるときは、必す巧源プラヴをコンたントから巧いてください。 
义災や予想しない事巧の原因とな0ます。 

♦電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を除去しでください。 

ほこりがたまると湿巧などで搪绿不良になり义災の原因になります。 



•な油の保管 

口巧は、乂気、雨水、ごみ、富温および直射曰がを避けた巧巧にな管しでください。ガソリン 
などと一おじな普しないで<ださい。 

誤って巧巧すると異常が烧や义災のおそれがあります。 



•変質な油禁止 

変質な巧（巧れたな巧、’水の混じつでいるな巧など）を馆用しないでください。 
異常がおのおそれがあ0ます。 


0 


•シスターンの水位にミち意 

循廣化はかしすつ巧発しまず。 

1ヶちに1回程度は、シスターンタンクのが化が規定水のにあること 
を確現し、不足しでいる巧合は補巧液を巧給しでくださし、 

上限水値な上は、入れないよラま意しでください。 

(床暖バネルを接続しない巧さは、循巧水は不要です。） 



•カーぺットのはがれに注意 

力一ぺツトぴすれたりめくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接放れるとやけどのおそれびあります。 



•循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 

巧巧のまの届かない巧に保管しでください。 

巧一、巧んだちさにはは力'せて、医師の診がを受けでください。 


♦給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、巧;巧や巧燃物など弓 I 乂のおそれのあるちの 
を*かないでください。乂災のおそれびあります。 


•指や棒を入れないで 

給が気商トップに指や棒などを入れないでください。 
ク刀や义災の原因にな0ます。 



•巧]めてお使いになるときの注意 

巧めでお使いになるときは耐熱室料などげ焼巧くまで煙と臭いび出ます。しばらくの巧、お 
をあけで部屋の換気を巧つで < ださし、。 

また、ル烏やか動物などにお涅ずる巧含ぴ考えられますので、この間は部屋に入れないでく 
ださい。 















お願い （ NCmCE) 

•機器を廃棄するとをのま意 

•口油の廃棄 

ストーブを廃案処分ずるときは、定巧面器のな巧を 

む油の廃棄処分は、灯巧をお買い求めになつた販売 

巧きとっでください。 （16 ぺージ） 

店にご相談ください。 

な油を入ったまま廃雷するとリサイクルの際に思む 


め事巧になるおそれ力*あります。 



2 •使用ずる場所 


ストーブを安をに使用するためには、場所の遷定び大切です。 


ままに使巧するために 



♦冷気の入ってくる方向、例えば窓側などじ置くと、巧気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果的です。 


出入□など人の通るところは、ぶ:つかるとを侯ですので 
送けでください。 ... 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 

ストーブの前面に膊畜物があると、部厘の温度にむらびで寒る度かりでなく、ふくおおによつでストーブ本体の湿度 
巧用毋兩には十分謀おじで効果的に使巧しでくだまい。 



















































巧湿調团ボタンで設定した巧湿を表示し 
ます。 

なお房運転時に点なしまず。 

をから3旧目のランプびな口したときは 
窗湿設ちにな0ます。 


時巧ま巧(巧);; 


适萬は現在時効をま示します。 
タイ 7—3 担時はタイ7—じツ h* 
時巧を表示します。 


き温設定ボタンで設ちした室温をデ 
ジタル表示しまず。 

ス1ブにトラブルび黄ちすると、 
トラブル国巧びお君表示（モニター 
サイン）されまず。 


設定床温 


時計 ’ b ィマー 


設定!室温 


;''お . 畐 

\ (5" 0 0 Q Q Q 0) 


[ 3 ••む巧 


巧起ランブ(掃) 


CORONA 


它-ブ產€ 


運おスイツチを巧す 
(■) と点打します。 


もラー度巧す （ 


Crystal Digital Display i 



と’消巧します。 


•ブ31ち巧巧ランプ < 度) 


まおスイツチ 


タイマー厘おかは点なします。 
タイフー運お停止中は消なします。 


巧ず （ 曇 ） とま臣（な义）します。 
ちラー度巧す （ 里 ） とお义します。 


_： すープンポケット巧操作部の各称と働き 


它ーブ巧巧みはおのし、》なするとお口します。 
室お設定を10で {F な設定）にすると有拉的に 
它ーフ法をにな0な巧します。 


■オープンポケットの開閉 

•オーブンポケットを趕く押し込むと、ゆっくり出できます。操巧を居く巧しもどすと□ツクしで止まります。 


おがずるとぎな巧は、巧じでご皮巧くだまい。 


■操作音についで 

•操たボタンを巧すとピ、シと音びします: 
参誤揉巧をするとピツ音び2回します。 



持ボタン 


時刻の「時 J をさわせる 
ときに话います。 


タイマーたが難親山ご': 


室巧設定ボタン 


巧ポタン 



タイ7-函お 

遅ちスイッチを f 入 J にし、タイター亡ットボタ 
ンを巧すことにより，タイマーま示びホロ、時巧 
表示にタイマーたット時巧ヴお巧しでま示され、 
タイマー3臣が巧巧されまず。 

(タイマー表示ザ店 i 打しなければタイマー宙おは 
面おされません。） 

むット時巧になると、タイマーを示び消灯し说な 
時剤が表示されで自 ® 的にまおが巧をされまず。 
タイマー置反の»巧 

タイマー法后をにちう一度、タイで一じットボタ 
ンを巧すとタイマーま坛がいなされます。 


-乂巧铜節つまみを r 自動 J にするとルー 
ムサーモじよる室湿設定〔29〜15で、 

3 0で （F 点設定））ろ< できます， 

-[音め J …設定盈度を1ですつ上昇 
- r ほめ J …設定温度を1ですつほ下 


たーブ巧をポタン; 


1◎巧すと它ーブ呈お。室温が設定涵度よ 
り一を活度上昇するとミ肖乂し.一定湿度ほ 
下すると自画的に点义留巧に入ります， 
再度巧すと，じーブを坛はお巧されます。 























































が巧は化ずなな （ J 旧1号な巧）を使巧しでください。 

♦ 拉警舍1 ガソリンなど揮巧性の島い巧は、义巧の原因になりますのでお巧に使巧し 
ないでください。 

♦0^ 注意]変質な巧、ちれた巧油、水の混じっているな巧などは、艳巧に使巧しない 
で < ださい。 

参ま意 I な巧は、必す乂気-雨水*ごみ-富通及び、直射曰光をおけた巧巧に保管 
しでください。 





■給油の族の寺版とを應 



おミち器具 


♦送巧バルブを酉!じでお巧□ぶ\たをはすし市版のお油器具でな巧をお巧しでくださし、: 
巧■計のかび mi をさしたらお灌をやめてください。 


おミち□ふに _ 

参給巧□ふたを必すをとどおりに巧めでください。 

ちなバルブ 

がヴ-ジ •給巧の保に、水、ごみなどを入れないよラ巧にま急しでください。 

化巧ぎバルブ 


■おが□ぶたは、巧実にがめでください。 

■こぼれた巧巧はよくふきとつでください。 

■燃巧のれのを慧と空巧巧ぎの方を 

巧タンクを空にしないよラにま應しで<ださい。 

巧タンクを一旦空にしますと、ち油おな巧に空巧びたまり、正常に送巧びできなくなることびあります。このよラな巧 
をには巧の順巧で空気巧ぎをしでください。 

1. 油タンクに給巧しまず。 

2. ストーブのゴム管□力、ら、ゴム巧ち'巧音をはずします。 

3. ゴム製を巧管から巧び連続しで流れ出ることをおかめでからゴム製を巧芭をちとどお 
りにストーブに取り巧けまず。（巧がこぼれないよラに客巧を用意しでくださし、。） 



運振開始前の準備と確認 


■まを装宙のたット、取扱上のまな 



巧めで使巧ずるときや、シーズン巧めには、ストーブろ側面のな巧の中に指を入れ、定 
巧面おリ它ットボタン（巧を）を度く巧し下げでください。 








■送巧経路の巧ちれのお認 

♦巧タンクやを油管の接合部などから’泣ちれびないかどラか確認しでください。 

■電気配線のお認 

• [^ま意1ち3^プラヴをコンじントに巧のな5^まで巧まに^し込んで<ださい。 

•電源コードびおが気筒などの高温部にふれるおそれのないことをお認しでください。 

匡注意 j «巧プラグ•コードの発お*巧义を巧ぐために… 

♦巧 減ま必ず適正配おされたお相 100 V コンたントを倭用しでください。 

•巧源コー ドは、途中で接続したり延摂コードの巧用‘惟の巧気器異とのタコ足おおをしないでください。 


■接が(アース)のお認 

•工事説明雷にしたびい、接地（アース）がとられでいるかどラか確認しでください。 

■点义の要領と注意 
I 巧暖切換スイッチの它ッ>1 

ストーブお巧で運転する揚合は「ストーブ単独」に、ストーブ床暖房運起を巧ラ場合は f ストーブ床暖房」に、床暖の 
換スイッチを它ットしでください。床暖切換スイッチのたットは運転開お前に巧つでください。 

•ス I ブ床暖房で運起する場合 •ストーブ巧独で運乾する場含 




喔環がのが位巧認 



♦「 A 注意 I ス I ^ーブ左俩 I 面のか位計で、シスターンタンクの規定水位（上 
限か位と下限水位の間）まで循環水（コ□ナ床暖房巧循環液）び入ってい 
ることを確認しでください。循環水び入っでいる場合は黄をになります。 
循環水は上限な上入れないよラを意しでください。 

化位び下限な下の場合は、巧暖房専巧補巧液を入れでください。 


温が配管のかちれの巧認 

参ストーブ內部や温が配管接合部から化をれびないか確認しでください。 

•巧おパネルの温か配管の途中にバルブを取りはけた攝合は、必すバルブび開いでいることを確認しでください。 

■運括中に巧お切換スイッチを操作した場含のま意 

むやみに、ストーブ単独《ス1ブ巧暖房にのり換えないでください。循環化のつまりの原因になりまず。 

♦ 「ストーブ単法^ス h 〜 な康屢蘇 I …自動のに一旦消义しで、約15〜20分後に泻点火し、ストーブ床暖房運おを開始しま 
ず。そのとき、「ジユ ー J といラ循误がの霖発音が発生すること力*ありますが貢寓ではありません。なお、熱交サー 
モのが態によっては、再点义後ちストーブお独のままの場合びあります。この場含は運転スイッチを一畳「の」にし、 
巧却したあと（表示ランプ類消巧を）4〜5お経過したあとに、[入」にしでください。 

参 「ストーブ巧暖藤ーストブ釀觀] …運転はそのまま継続します。しばらくしで「ジュー」といラ循環かの霖発音びし 
ますび異萬ではありません。ますび異常ではありません。 

















• a 坛スイッチを巧す 


• 逼をランプな打 
• 苗を星な S 示点の 
• ル巧■巧あ 
• 筋規用ち風なまれる 


設定室巧と巧 B のげ巧に巧じた 
火でになる 


運坛スイッチ巧巧ず 


11 


襄 


m 

動 

m 

ち 

V I 


本 


a ちランプな灯 
苗を星巧表巧な打 
設定巧活表示ランフ点灯 
か巧■流出 
思!巧田を)！巧まわる 
«* ポンフ作曲 


設を查巧と SUB のげ況じのじた 

义力になる 

リニアダンパー巧拉 

設を巧るの段を a 度になるよラ 

に、自巧巧苗される 



※予摘が焼を、しばらくの固、义力は大きくなります。 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オーブンポケット内の床暖の換スイッチを「ストーブお独 j にさわせで 
<ださし、。 

3. 運おスイッチを巧しで r 入 J じしでください。 

自動的に、なのよラに運お（予備燃焼■本燃規）します。（ストーブ乂 
力調節「ま動」（微か〜大）の巧さは設定童湿の表示はありません。） 


※予おお巧を、しばらくの聞、义力は大きくなります。 


設を床温 

時計’タイマー 

設定室溫 

m . 再 午前 

、 (0000000) 年》 

呂 

■ 

■ 

國1[ 

バ 

で ■運転 ノ 

OOftMM 

0タイ 7- ( 

) じ-巧 氏 


Crystal Digital Display 遍お 

•入.化 



•才ープンポクツト巧の义力調節つまみで「自動運起 J と r ま動運拓 J び設定できます。 
ご巧望の運転ちをでご使巧ください。 


G 点义顧巧_) 

■ストーブ义力調節「呂動運括 J の場を 

参乂力調節つまみを r 自動 J に合わせでください。設定室湿と部屋のが況に応じ 
た义ででがおします。 

♦時計舍せは 止ページ r 厉を時刻の韵節方を」を参巧しで巧ってください。 



ストーブ•床お切換 



床运 



1 . 時刻表示が現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オープンポケット巧の床暖の換スイッチを「ストーブ床お房」にさわせ 
でください。 

3. 運巧スイッチを巧しで170にしでください。 

自動的じ、巧のよラに運起（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ火 
力調節1■ま動 J (おか〜大）の場合は設定き温の表示はあ0ません。） 



同時一 
-寺の I 


•じ巧モ值滿巧 


本が柄— 


nf 自動ち巧V 


mm 







■ストーブ义力調節 r 手動透乾 j の場含 

参才ープンポット巧の乂力調節つまみを「微か」から r 大 J の間のご巧望の位置 
に合わせてください。 

表示部の設定室温表示び消え、予備燃焼び終了すると义力調節つまみの設定乂 
でで燃焼します。ただし、予備燃焼を、約4分間は最大火力になりません。 

参通睹スイッチを「入」にした時、運居ランプび点灯せすにタイマーを示ランプび点巧ずる湯合は、タイマー運起と； 
なりますので、タイマーたットボタンを押しでタイマー運おを解除しでください。 

参燃焼中に運廣スイッチを押しで f お义 J にしたり、タイマーじットボタンを巧ずなどしで約3砂がよ適單を止めま 
ずと自動消火し、お焼室び巧茵)しでからでないと巧点乂できません。 


自動 f ま動乂力調節 
，がみル 中 大 




室温の調節 (自動運起) 


才_プンポクット巧の义力調節つまみを[■自動 J に合わせると、 ルームサーモ による自動運起となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）か‘表示されますのでなのよラに調がしでください。 

♦室温設定ボタン「高め J を巧すたびに1でと昇します。 

(上限29で） 

• 「巧め」を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、1日でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となります。 

♦10で設定の場合はたーブ運転表示ランプび点好し、 t — ブ運廣 
となります。 



巧ーブ運ぉ I 

ストーブ义力調節「自動」運お時に、微か义刀でち室温力<設定き温より上昇ずる揚含、設定室温より約3で上昇ずると 
自動のに消乂し、設定室温まで下がると点义動作に入りまず。これをくり返ずことによりむだな部屋のあたため過ぎを 


巧ぎます。 



♦室温設定ボタンにより希望の室温設定後、 t ーブ運転ボタンを巧しでください。 

たーブ運転表示ランプが点口し、たーブ運転となります。 

♦它ーブ運転ボタンを再度押すことによりたーブ運転表示ランプが消え、たーブ 
連転お除となります。 

室温設定10で （ F 点設定）で读用中、設定室ミ品を15でな上に上げるとじ一^| 
I ブ達お表示ランプび消え、自動的にお除されます。 ノ 


义力調節 (ま動調節一手動運お) 


室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによるま動义力調節が巧能でず。 

次のよラにしてください 

参乂刀調節つまみを「微か J から「大」の間のご希望の位置に合わせ 
でくださし、。 

表示部の設定室温表示び消えで火力調節つまみの設定火乃で燃焼し 
ます。 


■炎のが態 

ストーブの据え巧けやお排気筒の設置をがで、おはをか変化しまず。 

•おのがおは、茜い炎の中にいくらかの黄色い炎（想乂）が混じつでを興常ではありません。 

参炎びお燃えなどをずる場合は、义方溫節つまみをス3イドさせで、おのお燃えのないよラに調節しでください。 



の ii ii iFTTiiri 川 ' 1 111 11 11 III rill む 




ス I ''ーブ巧暖房巧おの巧舍、循環水び設定温度になるよラに、自動的に温度胡節されます。又、設定床湿表示ラシブに 
快爸マークがついでいまず。快適マークは、床おパネルの力ーペット表面をほぼ33〜34で（床おパネル3»の巧ち） 
におつ循巧か温度を示します。 ご参きにされると度巧でず。 



1 . 巧におち設定しない巧合は、き動的に快ち7—クの位 B (設定巧お 
表おランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床お調節ボタンを巧すとなのよラに床’通爾おでさ設定な温表示ラン 
プち移動点口します。 

•「巧 J ……1◎巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が 
だがへ移動。 

•「离 i ……1回巧すたびに設定湿度を6で上げ、ラシブを示び 
ち側へ移お}。 



運短停止（消义) 


义版巧）ストプ巧— 


ち転スイツチを押しで「の J にしでくださし、。 



适拓ランプび消なします。 

燃焼まび冷巧すると有動的に燃焼巧を風機、 涵巧ポンプ（ストー 
ブ床暖房适あのみ）び停止し、時刻表示がパのすべでのランブぴ 
おのします。 



消义後、再点义するとさのを意 


参が巧中【こ誤つでち源プラグを巧いた0、遅起スイッチを「の」にずると、巧な义まを装《の衝さで、ストーブび巧が 
されるまで再点乂でぎません。 

ただしお間的な消乂巧た（巧3拽な内）のお台は、そのまま燃巧がお続されます。 

♦停巧時には、必すち起スイッチを r の J にしでくだちい。 


現在時刻の調節方法 



例：午前6時15分にをわせる巧合 


1. オープンポケット巧の時計巧巧スイッチを f 時が合せ J にします。 
はじめで使巧するときや、電源プラグをち時巧巧いたときは、時刻表示 
は0 : 0 0を表示しまず。 

2. 時計おおの r 時」•「分 J ボタンを巧しで厉巧時刻をさわせます。 


時如1「〇分1 

- J 


時計•タイマー 

午な 飞 

1: 關 


時〇 


如 

)、 

り 


時計•タイマー 

午前 

6 

1:, 

15 


①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 


③ r 分 J ボタンを押しで"午前6 : T 5" にします。 










3. 必す時計調節スイッチを「通萬」位置にちどしでください。 


参タイマーたット時刻になるまでは、持刻表示にタイマー它ット時刻び表示されおけます。 

•運転中にタイマーじットボタンを巧すと、ストーブは自動消火し、運転を厚止します。 

♦タイマー巧巧は、巧坛スイッチび(■入 J になつでいないと通おが拥給をれません。 

•おでかけのとまのタイマ--点火は避げでくださし、。 

■タイマー運活の昭お •タイマーたットボタンを巧します。 

タイ7—表示ランプが消巧し、時刻表示に現な時刻が表示され、 
タイマー運転が解除されます。 

♦このままであれば自動的に運転を開始します。運転を停止する 
場さは、運転スイツチち「の」じしでください。 



■運馬時刻のをわせ方 

' 時計-タイマー' 

I 時計胖默タイマ-1 

ミせ含せ 


1 . オーブンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマー合せ」にします。 

2. 時計調節の「時 J - 「分 J ポタンを押しでタイ7—点火時刻を合わせま 
す。 r 分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分にさわせる巧を 



時計•タイマー 


V:\DU 


[^011碎分] 


時計•タイ7— 


&:曰 0 


① r 時 J ボタンを巧しで"午前6 ; 0 0"にします。 ⑤ r 分 J ボタンを押しで"午前6 : 3 0" にします。 

これでタイマーじット時刻び記憶されました。 

時計.々ィマ—^ 3. 必す時計調節スイッチを r 通萬」の置にをどしでください。これで時刻 

I 化な if 盧常|| h 一 I 表示には現を時刻がミ巧されます。 



タイ7—運転方法 



タイづ 


- ブ床巧巧通巧 11 ストーブ巧拽進ち I 

1. 運転スイツチを巧しで170じしでください。 

(が巧中のおちはそのままです。） 

2. 運転ずるときのご希望の室温又は、义力に台わせでください。 

3. 床温調節ボタンで、巧お温度をご希望の温度に合わせでください。 

(ストーブ床暖房運おのみ） 

4. タイマ ー t ツトボタンを巧しでくださし、。 

時刻表示にタイマーじツト時刻か‘表示され、タイマー表示ランプた*点な 
し、タイ7-運転に入りまず。 

I この時、燃巧巧送風おが10分間逐おしますび異常ではありません。） 


時計-タイ7— 

siMr 



•►おす時計お節スイッチび r 辑滿 J にな:う杏いることを。巧レで<超を t ん 


タイ 7 —の使巧方法 






タイ 7 —の使用ちま 


■タイマー它ット時刻-現在時刻の確班 



現な時刻の巧巧 


( 時計 

• タイマー ] 

時計 ; J 
含せ^ 

慰 rl 


タイマーたツト時刻の巧窗 


①時計調節スイッチを「時計をせ J 又は「タイマ 
一ちせ J にさねせます。 

⑤現を時刻夏は、タイ 7- t ット時刻が時刻表示 
に表示されます。 

感確現を、時な菊節スイッチは、必す「通常 J 位 
置にちどしてください。 


ットノナに油をためでしまったとき 


♦ポット巧に•巧がたまったちを、このまま点义操巧をすると頁常が巧した0、お义不良となります。ボ□巧などでボッ 
卜巧の油を吸いと っで ください。 （17 ぺージ r ポットパーナの巧巧 J をを巧。） 

ポットバーナに巧びたまったことにお巧かないで点义したときは、ポットじたまった巧びおえつきるまで巧び大きく 
なっで燃焼します。 

このよラなときは、すぐ是転スイッチを！■の J にし、たまった巧び燃えつきるまでそのままお持ちください。このと 
き S 源コードのプラヴは巧かないでくだちい。 



モニターサインについで 


ストーブにトラブルび発生すると、トラブル面巧び設定室滋表示にお看表示（モニターサイン）されます。 

この巧合記育表示の内容を、ス I ブ左側面に印刷されたモニターサイン ー K 表、または 19〜20ぺージ 「巧巧-質巧の 
見分け巧と巧》方ま J をごちの上、必要な処置をしで< ださい。 


使用上のを意 


巧おパネルの湿度調節 


参床おの'温度調宙は、足5 (床巧ネルの表面湿度）のあ度前節のため、部度を巧のお度巧節ではあ0ません。 
力一 ぺツ トの表面が巧くなりすぎないよラ使巧温度には十分を慧しでください。 


循環化の凍結す巧 （宿房巧の注入) 


寒ち巧だけでなく、暖かい巧なでをまおそ防及びな貪ホ巧のために、化す巧 巧 巧を入れでください。 

参宿巧おは必すコロナ床頃房用担巧巧（則売品）をご巧巧ください。化の不巧巧を使用した0、混さした0ずると巧品 
の寿命び短くなります。 

♦循巧巧は3巧を目まに入れかえでください。（巧おした话 * 巧ちまむ） 


結露がの処理 


•排気管に結巧がびたまった巧さは、お頁い求めの販売店に点巧を巧巧しでください。 

本■の I ■特にをなしでいただきたいこと（安をのために化すお巧0ください） J の化に、巧の頂目についてち注意しでく 
ださい。 __ 

•上面ガードは、巧 R などにより可席巧び落下したときなどじ义巧を防止するためのちのです。やむをえす取0はす 
した場ちは、政すちとのがおに取0巧けでおいでください。 

♦クリーニング店、美容院などの化等絮おを使ラところや’忍室、巧育室など、巧植物の育成栽培に巧巧しないでくだ 
ちし、。 

♦函ぴ発をしたとさ、雷（誘導涅）により一時的な芭巧巧びかかっでち、盾 巧 圧防止装 B び機おを保護するしくみに 
なつでいまずび、大きな® (直爱雷など）の巧合は、巧さ部巧を巧なするおそれびありますので、 巧 源プラグをコ 
ンじントからないでください。 







地霞（震度約5 Ui 上）や強い振動、衝掌を受けた場合、 
自動的に消义します。 

モニター サイン E 3 表示 


地震によって作動した場合、周囲の巧燃物、ストーブ 
の損傷、ミ由ちれ、おが気筒のはすれなど異常びないこ 
とを確認しでから再度点乂操巧をしでください。 


点义安全装置 


異常燃巧を防止するため、お乂ヒータおよび燃焼巧ち風磯に通電される前に、な油び流出しない構造になつでいます。 


停電安全装置 


通電を設定室湿表示に モニター サイン E 7び表示され 
ます。 

•再運起するときは、時計などの t ットをしでから、 
篷おスイッチを再度「入 j にしでください。 


7 •その他の装置 


停電や電源プラグび巧けたときは自動的に消乂します。 
(1 砂む下の停電の場ちは燃焼継続） 


巧点义まを装置 


消乂直を、ストーブが冷却しないラちに再点义操作をしでち、燃焼室の湿度ぴ一旦お却しでからでないと燃焼しないよ 
ラになつでいます。 


不着义檢出装置 


着乂不良のため、点义操巧を約20分経過しでちの替サ 不着义の原因を取り巧ま（ポットパーナ巧に巧びたま 

-モスタットげの0替わらない場含は、運転を停止し つた揚合は敢〇陈ぎ）点义操作をしてください。 

ます。 

モニター サイン E 2表示 


循環が過昇防止装置 


循廣水び極端に減かするなどのために、熱交換器出 □ •ストーブを一旦消义しで滔環水過昇原因を取り除 

お度び95で上に上昇すると、白動的にストーブ單巧 ぎ、点义操作をしでください。 

運転にのり替えまず。 • なおち異常びある場ちはお買いおめの販売店にご巧 

モニターサイン F 1表示 談ください。 


過電流防止装置 



週昇防止装置（まきサ-モスタット：105^0 


ち却用送風機び巧障したり、ファンフィルターがごみ 過昇原因を取り除いでから点乂操作をしでください。 

やほこりで目詰まりすると自動のに消火し、ストーブ 
の過熱を巧止します。 

モニター サイン E 4 表示 









排気管の接続部びはすれたときや、排気菅巧けお巧巧 

原困を锅ぺ、処置を点乂揉巧をしてください。 

リードおがはすれたり、巧巧したときには、安を装置 

扫谅□キャップ /iriTN 

が作動し、モニターサイン E 5び点灯し消口します。 

li M h 

が気菅巧け検巧装置が作動しでいる規さは、モニター 


サイン E 5び巧灯し点义できません。 

觀巧リ-卜^ 薩 VIV 

が気青巧け巧巧装置にたよらす、搶巧気筒や延長ちを 


月に1度はな巧しでください。 

1 

/ ねじ 

gf 巧芭巧けお巧用リード線のゆるみまたは、はすれ- 
のれがないか巧現しで ください。 


■ 燃焼巧送風機異常お出装置 ■ 


おお巧送風機の回お巧び異南にほ下するとストーブの 

•異なほ下の原因を取り除いでからな乂揉作をしてく 

達巧を巧止します。 

ださい。 

モニター サイン EA 表示 

♦ なおちち常びある巧をはお S いずめの版売店にご巧 


巧ください。 


■ ままサーミスタ_ m 


ストーブの上面及び側面び面われでいるとぎや、スト • 遇导原因を巧りおいてからな乂巧巧をしてくださ 

ーブの前面に巧室巧などびあって、ブリントお巧巧掛 し、 

あ度び73でな上に上ちすると、自 a 的に消乂します。 •なおちち巧びある巧をはお夏いずめの販売店にご巧 

モニター サイン E 0 表示 おください。 


8•曰常の点検-ま入れ 


点検、ま入れのとまの注意 


点巧.寺入れはお乂を、ボットバーナび巧巧しでから、必す S 源フラグをコンじントから巧いで巧つでください。 



哪が-や：... W # ッ耐— • J * ' 巧い ！|お:母-ずが妹 1 占ンィち.かが'.-'，敬幕，-.叫，，'..'，巧 

ず;* ■心立曲ぶ三 r 主*; ■し， ミ變縛攀接を''4弓が.謂繫う^^ち嫣寒韻 

1 s い • • •' •••もま S .. •ザ;, 6 一 W ご,* 



点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周面の巧が巧！（使用ごと） 

♦ lA 注意 I スト-ブの同ほは、«に«理-»巧し、巧えやずいちのを■かないで<ださい。 

■ほこり-巧れ（使用ごと） 

•ほこりや巧れをそのままにしでおきますと、巧びしみたりしでをおです。 

ストーブはいつち巧潔にしでご使用ください。 

■巧をれ-巧のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

•坦台-化タンクに油ちれ-巧のたまりや巧のじじみがないか、ときどき点巧してください。 

又、お'油のおにこぼれた巧'ぶは、よくみきとつでください。 

■ゴム製送な管の点巧-交換の呂安（シ-スン巧め） 

♦区!'注意 I ゴム«を巧«は、で® ffl しないで < ださい。 

坦巧での巧巧は巧止されでいます。 

♦屋内でゴム巧を巧宫をを巧しているときは、度巧、昭据、変質、変お、ひび割れがないか確認し、夕点のあるときは 
交換しでください。 

なおの目まは、3年に一度です。 













点巧ま入れの蚁要項0、時期、ちる 


■巧タンク （シーズンの巧め、適時》 

参巧タンク巧は水やごみ力《たまりやすいちのです。給'油のとき、点おしでくだちい。 

巧タンク巧の水巧き及び巧际は、'油タンク巧属の取扱説巧書にがつて巧つでください。 


■給が気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（月に 1 回程度） 

参給排気筒及び、トップの周囲に障害物び居いでないか、ときどき点巧しでください。 

•お排気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン巧めじは必す点検し、くちび菓をつくつたり異物び入 
つたりしでいるとぎは、必す掃除しでください。 



♦給が気茵及び、排気管の接続部びはすれた0、排気管巧けお 
巧巧リード緑がはすれたり、断線しでいないか点検しでくだ 
さい。 

参給が気筒を一度巧りはずしで、再び取りはけるとき、排気管 
の接続部内部にはめこんである〇リングび破損しでいないか 
おかめでください。 

巧攝しでいた巧ちは、お H い巧めの拓巧巧に巧巧を巧巧し 
でください。 


■定迪面器のストレーナの掃除 （適時） 

•定油面器には、ごみを除、くためのストレーナがついています。 

ごみがたまると、な’巧の流れを巧げて、十分な义力び出なくなります。 
巧のよラに掃陈しでください。 




/夕^ン 


止めねじ 


1 . 油タンクの送油バルブを閉じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差しこんで、油ガイ 
ドを巧り、その下に容器を藍いでストレーナの止めねじをゆ 
るめではずしでください。 

定巧面おの巧れた'灯油やごみびを部流れあまず。 

3. ストレーナを取り化しで、きれいなな巧の中ですすぎ洗いを 
しでください。（がで巧ねないでください。） 

'g ホ ’ で ;*^ j-gf#;’. I 

♦ストレー ナゴム パッ キンを忘れめようにしでくだミい。 
♦ストレーナ巧巧に入れない巧くださむ，また*巧の證が， 

化ダを横になをよ5に巧0巧けで < ださい。 

參ストレーナ巧比おがじを、固く巧めはけで<だま (Ac 
參巧ちれびないか確虜しでください。 


■ちが用送風機の掃な（適時） 

参ち却巧送風機ファンにごみやほこりびたまると、ち風力げ目弓くなり、音が大きくなつでくることびあります。このよ 
ラなときには、冷却巧送風機ファンのほこりを取りおいでください。 

参ストーブ後測の巧却巧送風機ファンフイルターをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取り除いでください。 

•巧除お了後、ファンフィルターは、必すちとどおりに取り巧けでください。 


■冷が巧送風機フアンフィルターの掃除 （適時） 

参ファンフィルターびごみやほこりで目ブまりすると、送風力がおくなりが気温度上昇の原因になります。〔過昇防止 
装置（安をサーモスタット）の围きで運転び厚止する場合びあ0ます。） 

巧の要領でストーブ裏面のフアンフイルターの掃除を巧つでください。 



1 . 在図の矢印のように フアンフイ ルターにでを加えなびら引き 
出し、ストーブ裏面から取りはすしでください。 

芝. ブラシなどでフイルターのほこりを取り除いでください。 

3. 掃除びおわりましたら、ちとどおりに取り巧けてください。 
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点検ま入れの必要項目、時期、ちま 


■点义ヒータの点檢 （シ-ズン巧め） 

♦点义ヒータや巧义しんにすすび巧着しまずと、巧熱があ下したり、油のの上げび悪くなったりしで点乂しにくくなり、 
着义不良の原因になります。 

点义ヒータの脱着は入念に巧ラ必爱ヴありますので（燃焼用空気の気密性保持のため)、必すお頁い巧めのお売巧に 
巧ちしでください。 


■ポッ トバーナの掃な （适時） 

参 に!‘注 M ] 巧巧は、ストーブを消义させ巧かを巧しでから、巧ってください。 

熱い巧巧で巧ラとやけどのおそれびあ0ます。 

参ポットバーナにすすびついで炎のおが不揃いになったときれポットバーナの底にずずやカスびたまりすぎで着火び 
おそくなつたときは、巧のよラにしですずを巧り除いでください。 



1. 上面方ードをはすしで4本のねじをはすし、お焼商ふた巧えを巧つ 
でください。 

2. 巧!巧商ふたをはすしでください。 

3. スケルトンはかみたに取0巧いています。スケルトンをガラス円筒 
にあてないよラにしで、取りはすしでください。 

4. が巧リンブをまわしで取り出しでください。 

5. ポツトバーナ属部の下部お炎筒を巧0出しでください。 



6•点义ヒータ、な乂しんをいためないよラに、ポットパーナ内部のす 
すをドライバーなどでかさ落としでから、巧などでふきとってくだ 
さい。 


7.姐なでの際、燃焼リング及び、下部整巧茵は、を図のよラに正しく 
確実に取0巧けでください。 





繁^ 


I 鑑 Kr 化 


^•巧どでクっぃでみで巧 


■反お板-ガラス田筒の巧な （巧時） 

参に!'注意1押巧は、ストーブを消义させ巧巧巧巧しでか6、行ってください。 


痛い巧巧で巧ラとやけどのおそれザあ0ます。 


参反射お及びガラス円筒にほこ0びたまりますと、反射効率が悪くなるばかりでなく危険でずので、巧の要額で適時巧 
除をしでほこりを取りおいでください。 



1 . 前面ガードをち側の固定ばねに個）からはすしを側にまわしで 
ください。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま意しで、掃巧ななどで巧部のほこ 
0をぎれいに巧おしてください。 

3. やわらかい巧などで、反射あ及び万ラス円筒をきれいに巧いでく 
ださし、。 

4. 巧除びをねりましたら、ちとどおりにじットしでくださし、 













■ガラス円筒內部の掃除（適時） 

注 Ml 巧巧は、ストーブをお义させなかちがしてから、巧つで<ださい。 

熱いが悠で巧ラとやけどのおそれびあ0ます。 

参長期間の使巧や、巧だまりによる大燃焼の後には巧ラス円筒げすすけることびあります。 

ガラス円筒びすすけでおか‘見えにくくなつたときは、 17ベージ r ポットバーナの掃除 J の頃にしたびい、スクルト 
ンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 

♦巧ラス円岗には、水をかけたな、街がを每えたりしながホ3速! SU でくだミい。 

参送弦中にガラスがを々にずずはた«をは、しばらくの巧ながりが巧)义方を大きくすることにより、すすをお 
去することびできます。 


シスターンタンク巧の循環化は、かしすつ荡発しますので、ときどき確認 
しで、循お水び不足している場さは、そのつど規定が位まで床暖房専用補 
巧'巧を補給しでください。 

•給水□扉を開さ、床暖房奪巧巧巧液を上限水位まで追加しでください。 

I "お冨などからの化ちれで補給ずる場含は、床暖房巧循環液を入れで" 
L ください。 , 

參3□ナ视正床おお巧お現巧は、法おず防の化に床巧ちに使巧されるな器（ス I ブ•床巧バネル•おちが思など) 
の防な効果を呂的に作られた巧巧巧で、すでに巧水でる正な»ちに巧をしでありますので、西 a ち段にはこのまま 
ス1 — ブに入れでください。 

參他な巧巧の防巧剤、不巧巧(持にま両用など）を巧巧した0、混食した0しますと防がみ果ヴ発巧まれず獲巧のが 
父性びそこなわれたり、巧度びあわすポンプのなおが十分発握されすじ、满なしでしまラことがあります。 

♦«» 巧は、お•通では弓 I 乂しませんび、:如病されたストーブの上などにかかるとち义ずることびありまずので、巧0 
巧いには十分を慧しでください。 

参巧環巧は3巧を曰まに入れ普えでください。（既封した循環巧をまむ》 I 

参が環巧の深巧温度は、 一2 日でに巧をされでいまず。ぶ都—: 


■おが配管のがちれ確認（適時） 

♦ストーブ内部や温水配管巧続部分からがちれびないことを確認しでください。 


■跑藍などの災害び発生したときの点檢についで 

♦地餐などの災害び発生し、ストーブじ振動や衝奪び加わつたときは、運お前に必す巧の点検を巧つでください。 
-おが気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-0ミ由配管からのちれの確認 

点検で異萬が見つかった場さは、お貢いおめの販売店に修理を巧賴しでください。 


■循環がの補給（適時) 



9.定期点檢 


長期間ご使用になりますと、ス I -ーブの点検び必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーブン終了をなどに、お買い上げ店又は、修理資巧者〔（お）日あ石油燃焼機器保守協音 （TEL 
の-349目- 2928) で巧ラ技術管理講習ミ修了吾（石油機器巧術管理±)など）のいる店などに点検の頼されることをおすす 
めしまず。 


WOI 








使南中に異窜びありましたら、巧表により原因を調べで処置をしでください。 

原因のねからないときや、処置のむすかしいときは、お貢い巧めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 


iSB ■■ 田 WIBBS 

田 ■■■ 


Hi 
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様ご相談窓□にご連絡ください。 


※設定室湿表示にモニターサインび表示されます。 



巧正な彼巧に巧巧巧け直ず 


クでおるをのを取り除く 


嚴売巧に候導を巧頼する 


はすれを直ず 


はずれを虛ず 

設を室湿、時刻などをたッ 1- し馬度点乂操作をずる 


括が気窟接続部のはすれを廣ず 
ゆるみを庭す 


販売店に銜攀を依源ずる 

ち却巧送風檢のファンフィルターを掃踪ずる 
冷が巧送あおが憤の该含は修理を巧頼ずる 


温か配管のつぶれを直ず，バルブを開く 


規定か位まで備巧題を入れる 


巧巧店に修理を巧顆ずる 


腹売風こ痕理を巧おする 


版巧巧に樓理を巧巧する 


販巧运にを理を巧巧する 


ちれ苗巧を縮め直す 


すぎまをなくす 


接が気苗を巧なずる 


正しく取りなける 


:給が気茵の取なけを適正にずる 


霉宰通りに設置する^ 

-ファシフィルターのほこ口をブラシなどで掠橡する 


却/なレブをレめてストレーホをなすし择寫ずる • 油タンクのかををく 


^理 r 么巧送巧蒙を振る。'.曲槪こなつでし、る巧は斟こ直ず 


おを後、再度病义揉巧をする 


巧秀巧に巧建を巧賴ずる 


巧壳店にお建を巧巧する 


巫雜蓬紀ずるがバネル 
が最がたま-,^が-:;^ 

常®玻蕾葛^ 占；；. 
I 的焼猜肆を； I 

な巧のにおいがずる 


音をたでで燃える 


ガラス巧筒びすすける 


黒煙を出しで燃える 


炎が大きくならない 
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振動が大きレ 



































■部品交換のとぎのを憲 

な 意 1 不ちをなち理、拥巧はち巧ですので、部品の交巧、巧&び必 S の堤さには、お R い巧 
めのお巧店交は、修理資巧ま〔(財)曰本石巧が烧なお巧巧巧含で巧ラ巧術管巧 巧 普含を 3 さ 
(石化巧お巧術管理±)など〕のいる巧巧店にご巧お< ださい。 

部品巧巧は ご □ナが fi 正直 B 品とご指定ください。 


«*ご入 n ( Mca ， コが I 
職拥なご MC 夕。! 
の JtUS じな0ま4， 


namii ■化幽麻路 も- 


だを L 、 

ストーブ巧し to ■ねか> 冉 


12 .保管 (長期間使用しない場を) 


設置したままで保管される場さやしまねれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の 
要領で保管しで < ださい。 

■寺入れのしかた 

1 . IA 注意! « 巧 ブラヴを化すコンたントから巧いでください。 

2. 油タンクのな•抑ま、ずっかり出しでください。中に水分やごみび巧ったままにしでおきますと、灌タンクが腐巧ず 
る原因になりまず。 

3. を巧面器のストレーナをはずしで、か分やごみをなま、定’进面おの中の灯ミあを抜いでくだちい。 

4. フアンフイルターのごみやほこりを取り降いでくだぞい。 

已.前板をはすしで、挿巧ななどで内部のほこ0を吸口おいで<ださい。 

6. 塗装部分は、湿った巧でろれを巧としでから、からぶきしでください。 

7. 燃!巧室のサビなどがある巧をぺーパーで磨き「巧侵巧のを巧 J (別売品）で蛋装しでくださし、。 

■巧管方法 

1. きれいになったら、乾误した巧巧に巧倒しにしないでおしまいください。 

2. 床頃の配管を接続したままでお爸ずる巧台は、上限か位まで ffl おしでおいでください。 

3. ス1ブ巧の僱巧みを巧いで巧有ずる巧合は、エアー巧まノ U レブを閒いでおき、エアー巧きバルブ配管巧ち乾巧さ 
せてください。 

4. I ■取扱説明塞」は、大のにな管しでください。 








: 仕様 J 

型 な の 

巧 

巧 

UH* 禪煎巧‘遵を！郵' UH-F65GR) 

隹 




巧 

ポットな ■ 屋内巧.強おお排気お ■ 自巧対流お-床暖房巧 

巧 

义 

巧 


な 

電気点火す 

巧 

m 

燃 


n 

なな （JIS1 号な油） 




m 大 

0.78L/h 

mmmmm 

W 巧巧 S 巧 

m 

か 

0.22L/h 




巧 

大 

0.768 L/h 


ィ r •— ソ单扭 S 巧 

m 

か 

0.198 L/h 




巧 

大 

28,890 kJ/h 熱効率 86.6% 

発 M ■ 

旅巧巧： IS 巧 

巧 

ル 

8,150 kJ/h 熱効率 83.8% 

及び热効巧 



を 

大 

28,450 kJ/h 熱効率 86.0% 


乂 r ーノ巧 as 拓 

S ル 

7,330 KJ/h 熱効率78,2% 




S 

大 

6.95kW 福環水量1日 OL/h 

巧:房が方 

W 巧巧 w 巧 

R ル 

l,90kW 循環水屋100 L/h 



»: 

大 

6.80kW 


乂 r— ノ巧 fflH 巧 

» ル 

1.己 9kW 

巧大床 

巧 巧 化 

力（床巧 巧3 お） 

最大燃晚時1.日 IkW 循暖水量 150L/h 

m 

巧 

m 

K: : 

离 

86.6% (床暖房運起目盛大のとき） 

« 低 

78.2% (ストーブお独運嚴目藍微かのとき） 


- 


..あぶ 

m 

木造 29.5 が （18 置） コンク リ ー^ 41.5m' (25 養） 

四 

巧历）■巧 

mmm 

木造 29.5 rrf (18 置）コンク1」ート 48.0 が （2 目置） 

BHM 


:覆;、:巧.'お;. 

木造2目.己 rrt り8置）二!ンク U— 卜 39.5 が （24 置） 



S 巧.巧 

木造 29.5 n 1 り8畳）コンクリート46.日がに8置） 

ボな 



□1 

2 L (器具巧感シスターン上限がの時） 

巧晒房巧な巧巧まの巧 S 使捕度力 

シスターン大免開放 

巧 

形 

ホ 


.が... 

高さ 60 〇™涵 748 im 奥巧 3 S 5 mm (« 岩をまむ） 

:;: 獲 野';町:';’.::^:... . J : も 禪 

3 己 kg 

« m 巧狂及 

ヴ巧鼓 

.巧;;.. 

100 V 50 HZ /60 HZ 

ち格 

ぉ 巧巧。 

巧 踞 

巧 

巧 

お 

点乂時 103/107 W 

を大燃焼時 51/57 W - S ル燃お時 36/42 W 

ストー 

ブ巧独这巧 

お時 82/84 W 

巧大燃焼時 26/27 W •養か燃巧時 11/12 W 

巧パネ 

ルの 

を 

m 面 

巧 

4.5 〜 1 日.己 rrf (3 畳〜10旨）（最大燃焼時） 

お 水 

配巧 

m 

掠 

□ 

夕1■径中8 mm こッ：/ル 

給が巧巧の型巧 

の呼 

び 

日 U 4- 3 

洽が 

気巧の巧び 

を 

D40 

洽巧:巧筒の窒 眞 适部の别径 

本 75 mni 

が巧忍が 

床 頃 

房 

m 

拓 

260 でが下 

スト- 

ブ単逆适巧. 

2 日〇でが下 

■ 流 

ヒ 

a 

一 

ズ 

5A 

ま 

を 

ち 


m ' 

巧震自動消乂装置 ■ 点义度を装置-窗電寅を装置 

そ の 

地 

の 

装 

漏 

再点乂安全装置-循環化週昇防止装置-排気管巧け検规装置-過電流防让装置 
遇昇防止装置-不着义検出装置’燃焼用送風槪異常検お装置-安全サー S スタ 

付 

巧 



扉 

置お1個-パックチューブ 2.5m ’本■(本固ま金具21臣’ホースバンド2個 
箱が気筒 t ット 1 i 目’スリーブ1個-遐熱あ1個‘ If ム費送油管捕なバンド 2 個 


情き）-標準適室は、巧団を人-曰本ガス石ミ由機器工業含の真定基準じよりまず。 





























14 •アフターサービス 



な 苗ち み a なの9び を m けよげ田 ぶ tstmatm 

8 ••に•しましでは、 fleiE •巧ご urn くだまい C fi 巧 
ft 坦 MIS 巧 ft 巧ているとさは、れば宙 巧で g る 巧1 
•ご不«ななや m に M するご沿 BK *、 み 貧いとげめ mgsftfeg 
客樣ご mSQJ にお19いさねせ<だ巧い. ’ 

♦ gs # をは、巧巧巧 • SHI 巧-化 sro 巧 ど 巧 WES れでい# ザ. 










































据え巧けや移動工事は販売店または、おえ巧け業きに巧巧し、お客様ご自身では巧ねないでください。 


据え巧け場巧の選定及び標準おえ巧け例_ 


据え巧けについでは、火が予防を例、電気設備に関する巧術基準など法ちの基维があります。工事説明書（工事編）の 
r 特にま意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください）』をお読みになり、販売店又は据え巧け業客とよ 
くご相談しでください。また、 I ■標準据え巧け例 J については、下図を参照しでください。 


標準据え巧け例 


雜お蘇板を取りがけない病合は、 A な法を30抓な上にしでくだをし、。 
♦親検•寺入れのため、 B な法を30畑な上にしでくださし、 


巧樹物 


10001&上 
お閣板 I 



ぶザを’.'‘.巧‘'峰ミぶ;も。ベ. 




巧齡物 



•側方障塞物は、雨測にあってちよいび給が気筒と隙蜜物、可燃物との距離は 45 cm な上とっでください。 

♦前ちにおや建物びある榻含は給が気筒巧親と前ち障害糊との距離は 60 cm な上部し、かつと巧および両側ちにち流を 
阻止する障塞物びないよラにしでください。 

♦お排気茵下面は地面から20じ[11)^〇1雜すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端が壁でふさがれるお 
それのない高さを確保しでください。 

•木造のを物で露にメタルラス棠か:;;每乐带巧スおり、またはを S 板巧りをおである巧所に給銷巧廣を通すときは、 
それらのを属部にをしないようになお做鮮 i 猿レをください。 

>ちに巧をあける巧窗、藍の内部にある巧気歴なえぶス.水道のお爸におを:をない場所を落んでください。 


給が気筒を延長ずる場さの注意 


参おが気筒を延長する場さは、 3 m 3 巧びり凶下で取はけられる場所を邊定しでください。 


積雪地区におけるま意 


参積雪のぞい巧ちでは、積雪時におが気筒げ雪でふさびれないよラな取巧場所を選定しでください。また、風びよどむ 
よラな攝巧では、がガスを再度のい込んで不完を燃烧を起こずことがあります。 


据え巧け後のお認 


おえなけびおわりましたら、ちラー度、工事説お害（工事編）の『巧に注意しでいたださたいこと（ままのために必すお巧 
りください）』をお読みになり、工事説巧害に記載されでいるとおり据え巧けられているかどラかを確認しでください。 






















試适おは販売店又は据え巧け業さとご一おじ必す巧って < ださい。 

■逐括華備 

• [ A 注意1 ■おプラグをコンたントに刃の巧巧まで巧実にさしこんでください。 

♦泡タンクにお油し、ち油捏抬の空巧巧ぎをしでください。 

•ち'巧経おやストーブよ口巧ちれびないか確認しでください。 

♦お宦途中にバルブなどびある巧さには、を開にしでください。 

♦まを装置を它ットしでください。 

〔定巧面おリじツトボタンの它ット〕 

•タイマー适転になつでいませんか。 


■お琢液の給水方法 

1 . 給水前にエアー巧きバルブびを閲になっていることを巧記 
してください。 

(工場出荷時には開いであります。） 

化すを開にしでください。 

2. ストーブ左測面の水ななで、シスターンタンクの規ち水の 
(上限水位）まで循巧液 （3 □ナ床巧ち用涵巧巧）を入れで 
ください。 

3. 操作部の床暖の巧スイッチを「ストーブ床巧ち」にたット 
しで < ださい。 


4. 運おスイツチをがしで170にしでずぐに r の J にしでく 
だちい。 

♦このな巧で循巧ポンプと燃巧巧を風がび巧8分間逐おしま 
す。 

•運拉スイツチび「入 J のままですと、点义することびあり 
ますので、必す[の J にしでください。 


5. 器具の左背面にある往きと戻り雨方の湿水ジョイントのコ 
ックを、「巧 J にしでください。 

6. シスターンタンクの水のび下びり始めますので上限水のま 
でお巧液を給水しで < ださい。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまでな水を続 
けてください。） 

♦循現巧の給化びお了ずる前に循環ポンプび存止した巧台に 
は、また運おスイッチを巧しですぐに「の J じしでくださ 
し、。お巧ボンブび再度が8分巧里おしますので活巧がの洽 
水を链続できます。 

•温水配芭施工などの関係で、エアー巧きバルブではエアー 
が巧けきらない 巧 さは、 なのちをびあります。 

温水往さ□のコックを巧にしでおかおち接続をはすし/ 
コックを閲いて循環化をみしすつ流し、エアーを巧< 

、（循巧巧びこぼれないように容器を苗意しでください。）, 










7. シスターンタンクの化位び下がらなくなったら框環巧の給 
かはを了でず。 

エアー巧きバルブを I ■問 J じしでください。 

•循環ポンプの運あ音が静かになります。 

8. 温か S 日管おじ、 ？ JC ちれのないことを確認してください。 
•運転の途中で巧暖パネル等に水ちれびあった惕さは、循 

環ポンプを停止させでください。床暖の換スイツチを 
f ストーブ單独 J にの換えることにより厚止させることび 
できます。 

9. 異常のないことを確認したら完了ですので操作部の床おの 
換スイッチを r ストーブを独 J じの換えで循環ポンプを厚 
止させでください。 



■運廣 

♦運転は、ストーブ巧暖房運おで巧い、正常に運転ずることを確かめでください。 


巧ドーブ床巧ち運お 

1. 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖房 J にたットしでくだ 
さぃ。 

2. 運転スイッチをがしで「入」にしでください。 

♦ストーブは点乂動作を開始すると同時に、巧磁ポンプの空なち音 
(ネリ使巧時）び巧砂しますび異常ではありません。 

♦を"^注^な!めでち®いになるとぎは、^0?*»»をがなどび焼けで 
煙とまいびでます。おをあけで部屋の巧気をしてください。 
♦お9〜12巧間のそ偏燃焼びおわるとあ‘燃焼に阳〇替わ0ます。 

3. 温水配管経路に、がちれのないことをお認しでください。 



•通巧の巧申で巧水拓«径巧に水をれザおつた«さ 、 

①巧巧部の床巧のおスイツチをロトーブ巧巧 J にのりかえで WBH ポンプを ff 化をせでください • 
⑤ a おスイ、 V チを巧しで mi にしでストーフ巧蕭おを淳止'しでく:だ璋姑';.:'み. i !'. 1;:那 '® i 貢 


4. 異萬びなければ、义乃爾節つまみを「微か J 〜 f 大 J に設をしで 
ください。 

しばらくしで巧暖パネルび暖かくなることをお認しでください。 
♦炎のが態は、青いなの中にいくらかの黄をい炎（ホ义）ぴまじつ 
でを異常ではありません。 

■消义のま順 

两三ブ！ 81 ミ転] 

♦運乾スイッチを巧しで「视 J にしてください。 

運転ランプげ消巧します。 

燃焼室力<冷がすると自動のに燃焼用ち風機、お環ポンプが厚止し、 
時刻表示ながのすぺてのランプび'消のします。 



•压港運弦しない巧含は、 19〜20ページ f 巧 巧’巧巧め巧みけ 巧た Mi 抱絶をおおしでください。 

善撰親間の巧きを、巧ぴ設置ずる規替をイ試雨振 j のま Up ； レたががも泣法巧を巧つでくだミい。 

' * < • ' < < < . : ' 
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1 お客様ご相談窓口 一覧表 

修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、お真いあげの 
販売店または下記のご相談窓□じごの頼ください。 

ご転居やご贈営品などでお困りの場含は、下記のお近くの窓□にご相談ください。 

含称、所在地、電話番号は、変更する場合か•巧りますのでご3■京くださし、。 
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